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（社）東洋音楽学会西日本支部 支部だより 

Newsletter of the West Japan Chapter, Society for Research in Asiatic Music 

第 67 号 （2010 年 6 月 20 日） 

 

◆定例研究会のご案内◆ 

●●●●第第第第 248248248248 回定例研究会回定例研究会回定例研究会回定例研究会    

日日日日        時時時時    ：：：：    2010201020102010 年年年年７７７７月月月月 10101010 日日日日（（（（土土土土））））午後午後午後午後２２２２時時時時〜〜〜〜５５５５時時時時    

場場場場        所所所所    ：：：：    京都市立芸術大学京都市立芸術大学京都市立芸術大学京都市立芸術大学        LLLL２２２２（（（（もしくはもしくはもしくはもしくはＬＬＬＬ１１１１））））教室教室教室教室    

例会担当例会担当例会担当例会担当    ：：：：    龍村龍村龍村龍村あやあやあやあや子子子子    

    

１１１１．．．．研究発表研究発表研究発表研究発表    仲万美子仲万美子仲万美子仲万美子（（（（同志社女子大学同志社女子大学同志社女子大学同志社女子大学））））    

    「「「「旧満州旧満州旧満州旧満州でででで知知知知りえたりえたりえたりえた音楽音楽音楽音楽・・・・芸能芸能芸能芸能情報情報情報情報    ――――    日本日本日本日本語活字語活字語活字語活字メディアメディアメディアメディアをををを事例事例事例事例にににに」」」」    

    

２２２２．．．．特別特別特別特別セッションセッションセッションセッション：：：：沖縄沖縄沖縄沖縄とととと東東東東アジアアジアアジアアジアのののの戦中戦中戦中戦中・・・・戦後戦後戦後戦後のののの社会社会社会社会ととととメディアメディアメディアメディアをめぐってをめぐってをめぐってをめぐって    

（（（（１１１１））））修士論文発表修士論文発表修士論文発表修士論文発表    

照屋照屋照屋照屋    夏樹夏樹夏樹夏樹（（（（京都市立芸術大学京都市立芸術大学京都市立芸術大学京都市立芸術大学））））    

「「「「アメリカアメリカアメリカアメリカ占領下占領下占領下占領下のののの沖縄沖縄沖縄沖縄におけるにおけるにおけるにおける『『『『民謡民謡民謡民謡』』』』とととと社会活動社会活動社会活動社会活動：：：：1945194519451945----1972197219721972」」」」    

（（（（２２２２））））招待招待招待招待発表発表発表発表    

小林小林小林小林    聡明聡明聡明聡明（（（（東京大学東京大学東京大学東京大学／／／／ソウルソウルソウルソウル大学大学大学大学、、、、朝鮮半島地域研究朝鮮半島地域研究朝鮮半島地域研究朝鮮半島地域研究・・・・メディアメディアメディアメディア史史史史））））    

「『「『「『「『電波戦争電波戦争電波戦争電波戦争』』』』のののの発進基地発進基地発進基地発進基地としてのとしてのとしてのとしての沖縄沖縄沖縄沖縄    ――――    米国米国米国米国によるによるによるによる心理戦心理戦心理戦心理戦ととととプロパガンダプロパガンダプロパガンダプロパガンダ・・・・ラジオラジオラジオラジオ」」」」    

（（（（３３３３））））コメントコメントコメントコメントとととと全体討論全体討論全体討論全体討論        

・・・・コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    久万田久万田久万田久万田    晋晋晋晋（（（（沖縄県立芸術大学沖縄県立芸術大学沖縄県立芸術大学沖縄県立芸術大学    附属研究所伝統芸能部門附属研究所伝統芸能部門附属研究所伝統芸能部門附属研究所伝統芸能部門））））        

    

    

●●●●第第第第 242424249999 回定例研究会回定例研究会回定例研究会回定例研究会    

日日日日    時時時時    ：：：：2010201020102010 年年年年 7777 月月月月 31313131 日日日日（（（（土土土土））））    午後午後午後午後１１１１時時時時からからからから４４４４時時時時３０３０３０３０分分分分    

場場場場    所所所所    ：：：：国立民族学博物館国立民族学博物館国立民族学博物館国立民族学博物館    第第第第６６６６セミナーセミナーセミナーセミナー室室室室    

    

１１１１．．．．修士論文発表修士論文発表修士論文発表修士論文発表    

（（（（１１１１））））「「「「大阪府下大阪府下大阪府下大阪府下におけるにおけるにおけるにおける「「「「ふとんふとんふとんふとん太鼓太鼓太鼓太鼓」」」」のののの分布分布分布分布とととと特徴特徴特徴特徴」」」」    

柏柏柏柏    祐香子祐香子祐香子祐香子（（（（大阪芸術大学大阪芸術大学大阪芸術大学大阪芸術大学））））    

（（（（２２２２））））「「「「囃囃囃囃しししし田田田田のののの「「「「芸能化芸能化芸能化芸能化」－」－」－」－伝統習俗伝統習俗伝統習俗伝統習俗からからからから演演演演じられるじられるじられるじられる「「「「芸能芸能芸能芸能」」」」へへへへ」」」」    

松井松井松井松井    今日子今日子今日子今日子（（（（神戸大学神戸大学神戸大学神戸大学））））    

    

２２２２．．．．研究発表研究発表研究発表研究発表    

「「「「常磐津節常磐津節常磐津節常磐津節のののの五十五十五十五十音図音図音図音図ににににみみみみるるるる音声表現音声表現音声表現音声表現のののの特徴特徴特徴特徴－－－－能能能能・・・・浄瑠璃浄瑠璃浄瑠璃浄瑠璃のののの五十五十五十五十音図音図音図音図とととと比較比較比較比較ししししてててて」」」」    

龍城龍城龍城龍城    千与枝千与枝千与枝千与枝（（（（京都京都京都京都市立市立市立市立芸術大学芸術大学芸術大学芸術大学日本伝統音楽研究日本伝統音楽研究日本伝統音楽研究日本伝統音楽研究センターセンターセンターセンター共同研究員共同研究員共同研究員共同研究員））））    

    

３３３３．．．．展示見学展示見学展示見学展示見学    

「「「「国立民族学博物館国立民族学博物館国立民族学博物館国立民族学博物館のののの新音楽展示新音楽展示新音楽展示新音楽展示」」」」福岡福岡福岡福岡    正太正太正太正太（（（（国立民族学博物館国立民族学博物館国立民族学博物館国立民族学博物館））））    
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◆定例研究会の記録◆ 

●●●●第第第第 245245245245 回回回回    定例研究会定例研究会定例研究会定例研究会    

ときときときとき：：：：    2020202010101010 年年年年 1 1 1 1 月月月月 30303030 日日日日((((土土土土))))    14:0014:0014:0014:00〰〰〰〰    

ところところところところ：：：：京都教育大学京都教育大学京都教育大学京都教育大学サテライトサテライトサテライトサテライト教室教室教室教室    ((((キャンパスプラザキャンパスプラザキャンパスプラザキャンパスプラザ京都京都京都京都６６６６階階階階    第第第第６６６６講習室講習室講習室講習室))))    

テーマテーマテーマテーマ：：：：「「「「絵解絵解絵解絵解きときときときと音楽音楽音楽音楽をめぐってをめぐってをめぐってをめぐって」」」」    

司会司会司会司会・・・・進行進行進行進行    今田健太郎今田健太郎今田健太郎今田健太郎    

例会担当委員例会担当委員例会担当委員例会担当委員：：：：田中多佳子田中多佳子田中多佳子田中多佳子    

    

発表要旨発表要旨発表要旨発表要旨 

奈倉洋子奈倉洋子奈倉洋子奈倉洋子（（（（非会員非会員非会員非会員・・・・京都教育大学名誉教授京都教育大学名誉教授京都教育大学名誉教授京都教育大学名誉教授））））    

ドイツドイツドイツドイツのののの民衆文化民衆文化民衆文化民衆文化「「「「ベンケルザングベンケルザングベンケルザングベンケルザング」」」」――――――――街角街角街角街角のののの絵解絵解絵解絵解きききき師師師師のうたとのうたとのうたとのうたと語語語語りとりとりとりと掛図掛図掛図掛図のののの世界世界世界世界――――    

ベンケルザング(Bänkelsang)とは、教会の前、歳の市、各種の祭などで、ベンケルゼ

ンガーと呼ばれる歌い手達が、台（Bänkel）の上にのぼって、大きな掛図の絵の１コマ

１コマを棒で指し示しながら、語りと歌（Sang）から成る話を、手回しオルガンなどの

伴奏にのせて、ジェスチュアたっぷりに聴衆に語りかけ、歌いかける催しである。一人

の場合もあったが、多くの場合、夫婦や家族で行っていた。ベンケルゼンガーの先駆は、

中世の遍歴芸人、15~17 世紀の 新聞売りなどとされている。ベンケルザングの成立時

期は、はっきりとは確定できないが、ベンケルザングの催しが描かれた絵の人々の服装

から推測して、遅くとも 17 世紀には成立していたと思われる。18 世紀頃までは宗教的

なテーマを扱ったものが多かったが、徐々に世俗的なテーマのものが増えていき、19 世

紀の半ばには、世俗的テーマの方が数の上で多くなっていく。20 世紀になると、映画と

いう大衆娯楽の出現により、ベンケルザングは徐々に衰退していくが、1930 年代までは

街中で見ることができた。 

次に、ベンケルザングを構成する三つの要素について、各々の特徴を述べていく。  

(1) 掛図(Schild)：掛図は、聴衆を引きつける上で非常に大きな役割を果した。掛図の大

きさは 17~18 世紀にはさまざまだったが、19 世紀には、縦 3ｍ、横 2ｍほどにもなった。

掛図の画面は、5~8 コマに区切られていることが多く、話のクライマックスや結末部な

どが画面中央に大きく描かれ、その他は、話の展開の順を追って描かれているものも多

い。こうした画面区分や配列方式は、イコン、教会のフレスコ画などの宗教芸術から引

き継いだものと考えられる。掛図の絵は単純な線と素朴な画法で描かれ、登場人物の感

情が、顔の表情や、驚き、悲哀、懇願の身振りなどにより、かなり誇張して描かれてい

る。ベンケルゼンガーの思い入れたっぷりなうたと語りの身振りと、掛図の絵の中の驚

きや悲哀の身振りとが相俟って、聴衆の心を大きく揺り動かした。 



（社）東洋音楽学会 西日本支部 支部だより 第 67 号 2010 年 6 月 20 日 

 

 

 3 

(2) 語りとうた：ベンケルゼンガーの語りは聴衆への語りかけではじまり(Leute 

 hört ! ,Ihrhört ! 「みなさん、お聞きくだされ」など）、事件を悲しみ嘆く声で、ある

いは興奮して激したドラマティックな調子で語る、一種のシュプレヒゲザングだった。

語りの後にはうたが歌われた。うたのメロディーは単純な構造のもので、2 行、2 行で

繰り返すメロディーが多い。独自のメロディーは殆どなく、讃美歌、民謡など、よく知

られたメロディーを転用することが多かった。聴衆は、購入したパンフレットに載って

いる歌詞を、後に自分で歌おうとしたので、メロディーは、よく知られた、簡単に歌え

るものの方がよかったのである。うたの伴奏には、18 世紀はヴァイオリンやハープ、19

世紀は手回しオルガンが使われることが多かった。 

(3) ビラ、パンフレット：ベンケルゼンガーは、その語る話とうたの歌詞が載ったビラ 

やパンフレットを売ることで生計を立てていた。話のテーマは、奇蹟、聖者伝説などの

宗教的なもの、世俗的なものでは男女の愛、母性愛、殺人事件（モリタートと呼ばれる)、

洪水や地震などの自然災害、船の遭難、炭鉱事故、政治的事件などだった。 

    

水野善文水野善文水野善文水野善文（（（（非会員非会員非会員非会員・・・・東京外国語大学教授東京外国語大学教授東京外国語大学教授東京外国語大学教授））））    

絵解絵解絵解絵解きききき『『『『刈萱上人刈萱上人刈萱上人刈萱上人とととと石堂丸石堂丸石堂丸石堂丸』』』』についてについてについてについて――――――――信州信州信州信州・・・・往生寺往生寺往生寺往生寺にににに伝伝伝伝わるわるわるわる例例例例――――――――    

本報告の趣旨は、現在も継承されている絵解きの一例を映像・音声資料を用いて紹介

することにあった。 

○報告事例：安楽山菩提心院刈萱堂往生寺（浄土宗・長野市往生地、善光寺の北西約１

km、開山：健保２（西暦 1214）年＜鎌倉期＞、刈萱寂照坊等阿
かるかやじゃくしょうぼうとうあ 

法師
ほ う し

（加藤左衛門尉
かとうさえもんのじょう

重
しげ

氏
うじ

）による）に伝わる絵解き。現住職（81 歳）および寺庭（77 歳）が、「刈萱親子御絵

伝」（二副の掛け軸、各縦 138.5×横 71.0cm、江戸後期ころの作、明治 18 年修復、右６

段、左５段の計 11 図、約 20 場面からなる）を楚で指し示しつつ、参詣客（拝観料を徴

収）に披露している。所要時間約 10～15 分。 

○絵解きの内容は同寺の開山・刈萱上人の一代記となっている。 

 ＜要約＞九州･博多の城主であった重氏は、花見の席で偶然にも杯に舞い落ちた桜の蕾

に無常を感じ、身重の妻・桂御前をのこして出家する。比叡山・叡空のもとで得度、名

を寂照坊等阿と称す。のち、法然のもとで念仏の修行に専念して 10 数年経る。国許に

残してきた妻子が尋ねてきては修行の妨げになると、高野山へ。14 歳に成長した息子・

石堂丸が母とともに父の消息を尋ねて高野山にいたるも、女人禁制ゆえ石堂丸だけが入

山、父・刈萱と出会う。父は一目見てわが子と察しながらも自分が父親だとは名乗らず、

お訊ねの方は逝去してしまったと偽る。石堂丸が泣く泣く麓にもどると、旅の疲れで母

が他界したあとであった。母を荼毘にふし出家する決意をして、再び高野山にのぼり、
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実の父親のもと、そうとは知らず、弟子（道念）となって修道生活を共にする。全てを

了解している父は私心という邪念を払うべく、最後の修行地を求めて善光寺に至る。善

光寺如来のお告げに従い、現往生寺の地に招かれ庵を結び、地蔵菩薩を一体刻んで 83

歳にして往生する。のち石堂丸も善光寺如来のお導きにて当地に至り、父の彫った地蔵

菩薩を手本に、もう一体刻んで残す。（それが、親子地蔵と呼ばれて信仰を集めている。） 

○歴史 

この絵解きの起源は、高野聖による唱導文学である説経節『せつきやう かるかや』

に由来するという。室町末期と思しき絵入りの古い写本の存在が知られるほか、最古の

刊本として寛永 8（1631）年、しやうるりや喜衛門版があるという。三野（2009）によ

ると、これとさらにこれから展開した浄瑠璃、並木宗輔・丈輔合作『苅
かる

萱
かや

桑門
どうしん

筑紫
つくしの

いえ

づと』（享保 20（1735）年初演＜翌年、歌舞伎（大坂･中山座）にも＞、江戸時代、読

本、草双紙と変容して流行）および勧化本
か ん げ ぼ ん

 春帳子
しゅんちょうし

作『刈萱道心行状記』(5 巻 5 冊、寛

延 2(1749)年江戸書肆辻村五兵衛作、民衆に向けた談義説法の種本。仏典からの引用多

く、娯楽性高い）の、主に三つの系統に分類でき、同じ長野市にある石堂丸終焉の寺、

刈萱山西光寺に伝承される絵解き縁起は浄瑠璃系であるのに対し、往生寺の伝承は勧化

本の系統を継いでいるという。 

○絵解きのヴァージョン 

 この報告では、往生寺で現在の住職が唱えるもの（ヴィデオ）、先代住職夫人が唱える

もの（音声）のそれぞれ全体と、住職が聞き覚えている戦前の文語調のもの（音声）の

一部を紹介した。先代住職夫人のものが、旋律があって非常に音楽的しかも内容も聞き

取りやすいのに対し、現代のものは一本調子で音楽的でないという違いがある。文言は

ほぼ同内容であるが、唱え方は演者の自由裁量に委ねられて伝承されてきたものと思わ

れる。 
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報告報告報告報告 

本定例研究会は「絵解きと音楽をめぐって」というテーマで、まず今田健太郎氏が問

題提起を行なった後、奈倉洋子氏と水野善文氏の二つの講演が行なわれた。 

今田氏は、絵解きという行為を｢絵のなかに封じ込められた物語をほどいてきかせる役

まわり｣と定義し、絵解きを映画のイメージに重ね合わせた上で、気象予報士や競馬中継

など、伝統的な芸能に限らない現代的な職分にも敷衍して述べた。絵の内容を聞き手に

無理なく理解してもらうためには、聞き手の反応を見ながら語りや演出を変えていく必

要がある。そして音楽もその一助となることもあるが、ただし必然的なものではない。

すなわち、絵解きは音楽研究の中心にはならないのではないか、という疑問を投げかけ

る。そして、絵解きのなかの音楽というよりも、演者が実際に絵解きのパフォーマンス

を行なう際の絵や音楽の役割に注目することが重要であり、音楽と絵解きは必然的に結

びつくことはないが、フォーマットもしくはパッケージとしてとらえることはできると

結んだ。 

この後、一つ目の奈倉洋子氏による講演は、ドイツのベンケルザングBänkelsangとい

う絵解きについてである。木枠に張りのべた掛図を使い、うたと語りで絵解きを行なう

ベンケルザングは17世紀ごろに成立し、19世紀に最盛期を迎えるが、映画に押されて衰

退し、1960年ごろまでわずかに命脈を保った。絵解きに取り上げられる物語は宗教的な

内容から徐々に世俗的なテーマに移行し、受容層は主として都市や農村の下層民衆であ

る。上演は聴衆への語りかけで始まり、その後に伴奏楽器（ヴァイオリン、ハープ、手

回しオルガンなど）にのってうたが歌われるが、歌のメロディは当時よく知られていた

歌謡を転用したケースが多かったようである。講演には図像資料が多用され、また映画

の一場面ではあるが、実演も見ることができた。 

二つ目の水野善文氏による講演は、水野氏の実家である安楽山菩提心院刈萱堂往生寺

（長野市）に伝わる絵解きについての報告である。刈萱上人と石堂丸にまつわる物語を

描いた掛け軸２幅を用い、代々住職によって伝承されてきた。物語の起源は室町期に遡

るが、絵解きは江戸後期に始まったと考えられる。現在は水野氏の父である住職が絵解

き伝承者として随時参拝者に聞かせている。現住職の実演を映像で見た後、水野氏の祖

母と戦前の語りを音源で聞いたが、三者三様に語り方がかなり異なる。ひとつの寺に伝

わるひとつの芸能ではあるが、語り口調にこれほど個人差が見られるのは興味深い。特

に現住職の散文的朗誦風な語りに対して、祖母の旋律豊かな語り口調は非常に印象的で

あった。このようなアレンジの自由度に関しては、フロアから、次代伝承者と目される

水野氏がどのアレンジを伝承するのか、あるいは自己流を貫くのかという質問が出て、

関心の高さがうかがえた。 
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問題提供者の今田氏が述べたように、確かに音楽は絵解きにとって必然のファクター

ではないが、この二つの絵解きの事例を見て聞いた限りでは、聞き手を描かれた物語の

中に引き込んでいくには、単に調子をつけて語るだけではなく、やはり音楽的な要素が

重要な機能を果たすと感じられた。 

（由比邦子） 
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おおおお話話話話：：：：吉野雪子吉野雪子吉野雪子吉野雪子（（（（東日本支部東日本支部東日本支部東日本支部））））    

構成構成構成構成・・・・司会司会司会司会：：：：山田智恵子山田智恵子山田智恵子山田智恵子（（（（西日本支部西日本支部西日本支部西日本支部））））    

日本伝統音楽研究日本伝統音楽研究日本伝統音楽研究日本伝統音楽研究センターセンターセンターセンター共同研究共同研究共同研究共同研究とととと共催共催共催共催    

 

報告報告報告報告    

今回の定例会は、京都芸術大学伝統音楽研究センターの共同研究「町田佳聲の三味線

音楽研究―三味線音楽の通ジャンル的音楽様式研究に向けて」の研究会と共催で開かれ

た。   

はじめに、研究代表者である山田智恵子氏より、研究会の主旨として、「三味線音楽に

ついて、音楽そのものを扱い、その構造や特徴を抽出するための研究」の必要性が説か

れ、そのアプローチへの基礎資料として、町田佳聲の『三味線声曲における旋律型の研

究』（東洋音楽研究第 47 号第２分冊）が紹介された。 

研究会では、『三味線声曲における旋律型の研究』に収められた五線譜の譜例を、底本

である「日本音楽講座 三味線声曲の旋律型の研究」（東洋音楽学会例会で昭和 30 年 11

月から 31 年 10 月まで町田が行った講座の謄写版テキスト）の譜例と比較検討すること

により、町田が通ジャンル的に俯瞰して見出そうとした「三味線音楽に共通する旋律型」

の概念を捉えなおし、訓練を受けた人が見ると共通するであろう、三味線音楽を記述す

るためのメソッドを検討することが主な目的とされている。その一環として、河東節の

譜例検討が、今回の定例会の主眼となった。 



（社）東洋音楽学会 西日本支部 支部だより 第 67 号 2010 年 6 月 20 日 

 

 

 7 

前半は、河東節の文献研究を専門とする吉野雪子氏より、河東節の伝承について、細

かな説明がなされた。河東節は、享保 2（1717）年に初世十寸見河東が語ったのを起源

とし、初めは江戸歌舞伎に出演したが、やがて劇場から離れ、富裕な町人や通人達の間

で好まれ、伝承された。説明では、正本類から興行年表をたどり、宝暦年間まで初演の

劇場がわかる事をしめされた。同時に、それ以降は、徐々に劇場を離れていくことが認

められる。宝暦 9（1759）年には、『十寸見要集』が出版されている。これが正本とは

異なる点として、収録曲のうち、とくに宝暦から明和初めまでに初演された曲に、フシ

付けの文字譜やゴマ点が付与されていることが指摘された。『十寸見要集』は、河東節の

公式テキストとして使用されたと考えられ、家元が変わるたびに改訂版が出されている。

しかし明治 39 年の改訂では、江戸時代にあったゴマ点などの記号が省かれ、文字譜だ

けになり、昭和 29 年の『十寸見集』では、文字譜もすべて省かれ、詞章のみになって

いる。 

一方、明治期にはいると、江本瞬平（吉住小十郎）が採譜した五線譜の記録がのこさ

れている。当時河東節の伝承には、山彦秀次郎が率いる真澄派、山彦栄子が率いる藤岡

派の二派があったが、五線譜に採譜する際には、江本は両方に習って楽譜に起こしたと

されている。 

五線譜に書かれた情報を読むとき、採譜者が、どの演奏者の演奏を記述したものかを

確認できればいい。が、町田の譜例には、演奏者の情報はかかれていないものも多い。

また、町田の譜例のうち、河東節は 133 例挙げられているが、そのうち 12 例が、現在

では演奏されない曲から取り上げられている。ただし、これらの曲はすべて、大正 10

年 4 月に刊行された『十寸見要集』に収録されているということが、吉野氏によって指

摘された。 

最後に、現行曲の『助六』から、町田の譜例にもある、河東節の代表的な旋律型とし

て、「江戸ガカリ」「三重」「ギンガハリ」「レイゼイガカリ」をとりあげ、ビデオを見な

がら紹介した。 

後半は、山彦千子氏を招き、『助六由縁江戸桜』の演奏を聴いた。「レイゼイ」、「ギン

ガハリ」などの旋律型については、外の現行曲と比較しながら、その特徴について、伝

承に基づいた検討を行った。また、同じ歌詞でも繁太夫節の『助六』にはないが、河東

節の『助六』ではつかわれるという「ナゲブシ」という節廻しも紹介された。 

千子氏は、現行曲で文字譜によって伝えられる旋律のさまざまを演じ、聴講者に、町

田の譜例にある旋律型を検討する機会を与えた。フロアからは、旋律型に限らず、河東

節独特の掛け声や、三味線のハジキなど、河東節らしさに関する言及も含め、さまざま

な疑問や演奏のリクエストがむけられた。実技を交えた非常に丁寧な回答により、有意
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義な時間を過ごす事ができた。 

本研究会は、通ジャンル的音楽様式の研究を目的としている。町田が五線譜に採譜を

した時点で、譜例には伝承者とは異なる視点が付与されることもあるであろう。一方で、

伝承者として、五線譜という表現手段で書き残したものもあるだろう。それは、町田が

抽出する音を選ぶときの基準ではないだろうか。今回の検討によって、河東節の譜例は

伝承に比較的忠実であることがわかった。とはいえ、五線譜という記録方法をとること

で、一体誰に、何を示すことができるのか、また、譜例として旋律型を抽出する基準は

なになのか、など、疑問は残る。今後も、音楽様式につながる検討を重ねることが課題

となるだろう。 

（龍城千与枝） 

    

おおおお詫詫詫詫びとびとびとびと訂正訂正訂正訂正    

前号の支部だよりにおいて、１月３０日および２月２０日開催の定例研究会について、それぞれ第２

４６回、第２４７回とお知らせいたしましたが、正しくは第２４５回と第２４６回でした。お詫びし

て訂正いたします。。。。     
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